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はじめに 

2018 年 12 月から 2020 年 3 月までアメリ

カ合衆国 カリフォルニア州 サンディエ

ゴにある University of California, San 

Diego (UCSD)に留学させていただきまし

た。このような機会を与えてくださった山

田教授をはじめ、医局員・同門会の先生方に

感謝をこめ、私の留学体験を記載させてい

ただきます。 

 

留学するかしないか葛藤の日々 

私の研究者としての活動は、紀北分院に配

属となり川上守先生の御指導のもと夜な夜

な椎間関節切除による腰椎椎間板変性ラッ

トモデルの行動評価を行ったことから始ま

りました。その後、他の関連病院に異動後

も、川上先生の御指導を賜り基礎研究を継

続し、国際学会などにも参加するようにな

りました。2015 年の ORS に参加した際

に、その後の留学先の Boss となる UCSD 

Orthopaedics research 部門教授である舛田

浩一先生が主催する現地での懇親会に川上

先生と参加させていただいたことが舛田先

生とのはじめての出会いでした。その頃か

ら舛田先生に UCSD に留学し研究を行わ

ないかとお誘いを頂いておりましたが、英

語が全く得意でなく、何の取り柄もない自

分に留学なんて…と思うばかりで、海外で

研究や生活を送れる自信もなく、真剣に考

えてはいませんでした。しかし、その後も

ORS や ISSLS などでお会いする度に、お

誘いを頂き、川上先生からも舛田先生のも

とで力をつけることをお勧めいただき徐々

に留学をするかしないか、葛藤の日々を送

りました。最後は 2018 年の ORS に参加

した際に舛田先生とお話をし、揺らいでい

た気持ちにとどめが入りました。ORS か

ら帰国後、妻にサンディエゴに留学しよう

と思うと話すと、「そうなん。行ってきな

よ。」と返事があり、「一緒に行かない

か？」と聞くと「う～ん。」と渋い返事

…。当時、長女が小学校 5 年生であり、今

まで長く過ごしたクラスメートと離れ、突

然異国の地で英語での授業になることや中

学受験を考えると一人で行ってきて欲しい

とのことでしたが、何度か話をして、長女

が許可をするなら家族一緒に行くとのこと

でした。 

そこから長女の説得を続けました。１週間

程度、海外留学の話をする度に長女が涙を

流す日々が続いたのち、何とか説得し家族

そろっての海外留学が決まりました。 

 

サンディエゴでの生活 

サンディエゴはアメリカ西海岸に面し、ロ

サンゼルスに続くカリフォルニア州第２の

都市です。また国境にも面しており 30 分

ほど車を南に走らすとメキシコのティファ

アナとなります。 

サンディエゴの特徴は何といっても気候の

良さです。年間の晴天率は 80%を超え、

雨の心配をすることが殆どなく、夏の気温

は高いですが湿度が低く過ごしやすく、冬



も暖かく薄い長袖で十分過ごせ、アメリカ

で最も perfect な気候を持つ町と呼ばれて

います。観光名所としてはサンディエゴ動

物園やラホヤコーブ、バルボアパークが有

名ですが、私は mount soledad という場所

が一番好きで、何度も訪れました。アメリ

カの軍人墓地なのですが、見晴らしのよい

場所に立ち、サンディエゴを一望できま

す。晴天の下で色々な考え事を忘れ、景色

を眺めることができるところで（日本では

そんなことをしないのですが、感傷に浸り

たくなるくらい疲れていたので…）、サン

ディエゴに行かれた際には是非、行ってみ

てください。 

 

 

Mount soledad からの風景 

研究について 

留学先の Masuda lab には三重大学から山

田淳一先生、北海道大学から馬場力哉先生

が留学生として既に在籍されており、基礎

研究の知識が乏しい私に色々と教えてくだ

さりました。Masuda lab では椎間板や関

節軟骨の細胞外マトリックス修復について

オリゴヌクレオチド (NFkB と STAT6 の

Chimera decoy：図 1)や骨形成たんぱく質 

(BMP 7 とアクチビンの Chimera BMP：

図 2)の効果について主に研究をしておりま

した。In vitro では human の椎間板や関節

軟骨細胞を分離し、Chimera decoy や

Chimera BMP 含有液にて培養を行うと髄

核・繊維輪細胞や軟骨細胞においてプロテ

オグリカン合成が高まること、また軟骨組

織においてこれらの薬剤がプロテオグリカ

ン分解を抑えることを Alcian Blue Assay 

[1]にて証明できました。また、山田先生

が帰国された後は Allyssa と Stephanie が

新たに lab に加わりラットやラビットを用

いた in vivo の研究も行いました。     

 

 Chimera Decoy 

 

 

Chimera BMP 

 

そこでも Chimera decoy のラビット変性椎

間板に対しての投与は X 線で椎間板高を改

善し、組織学的にも椎間板における細胞の

クローニングや morphology を改善するこ

とが証明されました。



 

Rabbit 椎間板変性モデル 

 

 

Radiographic assessment 

 

 
MRI Pfirmann grade 

 

 

Histological grading score 

 

しかし、薬剤の効果を検証する際には組織

の修復だけでなく疼痛に対する効果も非常

に重要な要因となります。ラビットのよう

な中型動物は組織が大きく X 線や MRI 評

価には優れますが、疼痛に対する評価のた

めの行動学的試験が行えないデメリットが

あります。そこで、川上先生のモデルを参考

にラビット変性椎間板モデルの髄核を摘出

し、ヌードラット（胸腺をもたないため免疫

機能を持たないラット）の神経根に髄核を

移植した Xenograft model [2]を作成し、行

動評価を行いました。 

そこでも Chimera decoy で treatment を受

けた変性髄核の留置はコントロールと比べ

疼痛閾値が下がらないことが示され

Chimera decoy の臨床前試験として椎間板

変性抑制と疼痛改善効果を示すことができ

ました。 

 

 

Rat Xenograft model 

 

 

von Frey test 

 

その他にも非常にたくさんの種類の実験を

させていただきましたし、多くの失敗も経

験しました。インキュベーターの設定温度

を 56℃にするのを間違って 256℃に設定し

ており、チューブラックで芸術作品を作成

したこともありました。また、舛田先生か

らは基礎研究のオーガナイズをどのように



するのか、データの処理や管理方法につい

て、日々のスケジュールの組み方など、基

礎研究のみならず医師としての今後に大変

役立つことを教えていただきました。 

 

 

チューブラック溶解事件 

 

研究成果 

論文 

⚫ Fukui D Masuda K, Zimber M, Adachi 
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Oligodeoxynucleotide Suppresses 

Proteoglycan Degradation 
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and 715) Upregulate Extracellular 

Matrix Metabolism by Pig Meniscus 

Tissue and Meniscus Cells Cultured in 

Alginate Beads  

Baba R, Fukui D, Adachi SY Alvarez A, 

Yoon S, Choe S, Masuda K  

Orthopaedics Research Society Annual 

Meeting 2020, Phoenix, Arizona. 

 

生活について 

平日は朝から日付が変わるころまで lab で

過ごし、サンディエゴの燦燦とした太陽を

浴びる機会は限られていましたが、それで

もサンディエゴでの生活は私たち家族にと

って、人生の中でもかけがえのない経験と



なりました。渡米前の心配事は英語に触れ

たことが全くない長女と長男が現地小学校

に入り学校生活を送れるのか？友達もでき

ずに教室で一人ぼっちのつらい日々となら

ないだろうか？ということでしたが、その

不安は小学校登校初日に払拭されました。

涙を流してまで、日本を離れるのを嫌がっ

ていた長女ですが、初登校した夜に学校は

どうだったか？と聞くと「めっちゃ楽しか

った！」とまさかの答えでした。米国は移

民が多く、英語が話せない児童に先生も生

徒も慣れていました。home party にも誘っ

てもらったり、ハロウィンイベントにも友

達と仮装して参加したり、長男は地域のサ

ッカーチームに入り言葉の壁がある中、シ

ーズン途中からレギュラーのポジションを

獲得しました。帰国する際には、「あと 1

年アメリカにいたかった。」と言うほどア

メリカ生活を楽しんでいました。これか

ら、留学を考えられている先生方も、ある

程度大きなお子様がいると子供のことが心

配になるかとおもいますが、子供は大人と

比べ周囲の環境に適応する能力が極めて高

く、全く心配はいらないと思います。 

 

  

子供たちの生活 

 

留学を迷っている後輩の先生方へ 

私は前述したように語学力もなく基礎研究

の経験も乏しい中で、半ば周囲の先生方に

流される形で留学しました。しかしながら、

振り返ってみると、大変貴重な人生の時間

を過ごせたと実感しています。 

私のようにあまり自信がなく、留学なんて

敷居が高いと思っている先生方へ。 

「人は他人の意見に流されてみないと、自

分の想像を超えるような体験はできないか

もしれない。」留学を終え、関西空港に帰っ

てきた時に私はふとそう思いました。 

もし留学のチャンスがあるなら是非行って

ください。行けば何とかなるものですし、一

生の思い出に残る体験となるかと思います。 
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